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1979年指筆者の早川正昭とツリスト級の演奏家たちによって結成された。全員がグァルネリをはじめ

とした名器を使用し、音色の美しさと紙密なアンサンブルには定評がある。レパートリーはバロック

時代の作品の他、古uHL作品から現代作品に至るまで幅広く、また民議やポピュラー ナ ンパーを加え

たものや、早川正昭によって作られたバロック風 「日本の四季」等、非帝に多彩である。

早川正昭佳揮)                   内 田 輝 (コンサートマスター)

1956年 東京大学卒業。1960年 東京芸術大学作曲家卒業。 東 京芸術大学卒業。19r2年よリヴィブ

指母を渡遊暁雄氏にm事 。翌年東京ブィブァルディ合奏団  ァ ルディ合奏回の一員として参加。

を創設。数回にわたる海外演奏旅行で、自作曲等が国際的  D7年 よリブーリンゲン市立響コンサ

に認められ、1973年 武非質を受貸。1978年 文化庁在外研  ― トマスターにFtr。 舟国後、在京オ

修員として渡欧。パロック音楽と古栄舞踊について学ん  ― ケストラのグスト コ ンサートマス

だ。帰国後新ヴイブァルディ合奏回の指揮者を務める。作  タ ーや、室内案奏者、ソリストとして

曲作品も多数あり、海外で出版 減 奏される機会が多い。  も 活躍。現在、新ヴィツァルディ合奏

現在、新ヴィヴァルディ合奏団付任指距者、広島大学名誉  田 ヨンサートマスター、北海道教育大

教授。                         学 教授。



曲 目 角年説    呉 嶋 lFL大

●モーツァルト/デ ィヴェルティメントニ長調 K136
モーッァルト (1736～1791)の父レオポルド (1719～1787)は、幼い忠 rの神主ぶり
を広く技解しようとヨーロッ′ヽ中で nt表旅行を試み 各 国のi宮 で御山減本などを統け
た。このディヴェルティメントが作川1されたのは、2同日のイタリア旅行からザルップ
ルクに舟っていた1772年始めと考えられている.こ の14tはしばらくk郷 を出|れす 落 ち
をいて作Ⅲlに与念した‖i刈でもある。イタリアlrの 「楽しませるJに 由来するディヴェ
ルティメントは、モーツデルト作品を代表するジャンルのひとつであり こ の 「二長調J
と,J‖i期に 「変口長制と 「へ長FIFTJの3前を作山しているが、いずれも当F71は弦米71i
本のために普かれた。この作品はイタリア的な明るくTや かなl」l赳を有し、次あるモー

ツァルトのアィヴェルティメントのⅢでも取り分け愛イrされている。

第1楽キ ア レグロ ニ lr前 ソ ナタ形式
枢めて,j次的な第1■7‐4に空後される快市で生きiき とした米ヤ.
第2本キ ア ンダンテ ト長前
おおらかな4■ でゆったりとしたイタリア的タモ分にまれている.

第3水十 ブ レスト ニ 長コ ロ ンド ツ チタ形式
1■やかに飛び肌ねるi llから開始され、ロンドn'サズムに終始している。H ハ イト
ンの杉響もlLられるc

●モーツァルト/ア イネ クライネ ナハトムジークK5 2 5
モーツァルトの作‖というよりも、 L■ 中の出のなかで最も祝しまれている口bのひと
つである。ウィーンに定化していた1781年から書きlH‐められ 歌 劇 Fドン ジ ョヴ,ン
ニ〕第2ネの作的に取り対かっていた87イF8月に完成された.こ の来山タイトルは、モ
ーッ,ル ト自Irが作成した日鉄にも|じされており 「小セレナートJと いった意味。何
らかの機会のために作前されたことはり〕らかだが そ の経件はわかっていない。
第1栞章 ア レグロ ト 貞討 ツ チタ形式
あまりにも■名な力hい 第118か ら開始されるが 分 牌和音を去llとしたII部 分
と 妊 やかでヤやかなトリルを"!いた後十との町対照を)とせている。
第2楽ヤ ロ マンッェ ア ンダンテ ハ 長コH 二 ⅢF形式
去題旭り打情に流れた楽キで、主要芋胆が何度もばlllされるという形をとる.中 間司;
は′ヽ短前できかれ 内 声による縮瀬な対話がいかにもモーツ7ル トらしい.
第3楽章 メ メエ ット ア レグレット ト 【調
士々と開始される主題を持つこのメヌエットは、これ日本で減奏される棋会も多い。
杭くトリオは歌話‖阜かな佐律がえしい.

第4米■ ロ ンド ア レグロ ト 長lll

理DIJ感に■む十四をすiつホ〔発なフイナーレc眠 衣とした ll赳をなしながら兄事なクラ
イマックスを迎える。
●ヴィヴァルディ/ヴ ァイオリン協奏曲集 (四孝)
ヴィヴァルディ (1678～1初1)は  ヴ ェネツィアに生まれた作‖本である。カトリッ
ク教会の理駐ヤとして、女「奏育陀などで言米訓部を地すため多くの本山をやいた。そ
のをのとから「水モの引容Jと も呼ばれていたが バ ロック協本的の米1をを架き、ヴ7
イオリン本法を進歩させた功枯は大きい.
1四季|の 1山は、全12山からなるll変出欠 「莉声と創意への試みJ作 品Sの第l Tf
から第1千。協奏山を標題キ楽とした初lvlであり t tI手〕ばかりではなく他の第5者
(近の京)や か19.F(布〉なども広く利しまれている。おおよそヴィヴ,ルディ50成明
の作市と推定され、それぞれが3米十のあ本H町形式で」l奏ヴテイオリンと通奏低ヤ (オ
ルガンもしくはチェンパロ)を 行む弦5m!のためにきかれている。さらにソネット (侑
方ヽや気分を表した14行からなる叙11討)に な党に古率をイ↓けて,‖写しており こ のツネ
ットは作Htイ出身がきいたともtrをされている。
(不〉縦を進想させる‖前が 解 勁する生命力を表している。
か 1米章 ア レグロホ長前       第 2楽キ ラ ルゴ嬰ハ短耐
が3本 芋 日 い た山J本 垣前
(芝)枕 けつく太陽 け だるいT後 の気分.
年 1楽十 ア レグロ ノンモルト ト何前 第 2楽章 ア ダージョト紅前
わ3米モ プ レストト紅調
(秋〉収社を学び、祭りにlrり、祝郁をあげる模Rた ち、そして,。
わ1水キ ア レグロヘ長前       第 2来章 ア ダージョモルト■打調
第3楽キ ア レグロヘ長調
(冬)激 しく吹き党れる■とA、 家の嵯かな暖灯 永 のにの足取り。
あ1来ヤ ア レグロ ノン モルトヘ女1調 第 2楽十 ラ ルゴ変本長前
第3楽十 ア レグロヘ短調

=L= り うたい 1=車ま話女|


